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民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
常
に
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
で
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
家
族
形
態
の
変
化
等
に
よ
り
、

社
会
生
活
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

今
後
な
お
一
層
の
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
は
併
せ
て
児
童
委

員
の
職
が
委
嘱
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
地
域
の
子
ど
も
に
も
広
く

目
を
向
け
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

令
和
元
年
12
月
１
日
付
け
を
も

ち
ま
し
て
一
斉
改
選
と
な
り
、
新

し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
厚
生

労
働
大
臣
及
び
群
馬
県
知
事
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
そ
の
任
務
に
あ
た

る
こ
と
と
な
り
、
任
期
は
３
年
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
山
村
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
役
員
も
決
定
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

高
山
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
役
員
構
成�

※
敬
称
略

会
　
　
長
　
　
　
　
中
澤
　
八
郎

副
会
長
　
　
　
　
小
渕
ま
い
子

担
当
地
区

氏
　
　
名

原

佐
藤
　
嘉
之（
再
）

本
　
宿

中
澤
　
八
郎（
再
）

新
　
田

山
口
美
枝
子（
再
）

五
　
領

笠
原
み
ど
り（
再
）

判
形
東

小
林
あ
い
子（
再
）

判
形
西

後
藤
　
京
子（
再
）

役
　
原

大
渕
　
勝
由（
再
）

関
　
田

小
室
ま
ゆ
み（
新
）

戸
　
室

小
渕
ま
い
子（
再
）

火
の
口

有
馬
　
　
潔（
新
）

北
之
谷

金
井
　
嘉
一（
再
）

熊
　
野

松
井
　
陽
威（
新
）

梅
沢
・
茶
屋
ケ
松

星
野
　
邦
江（
新
）

主
任
児
童
委
員

登
坂
　
茂
喜（
再
）

主
任
児
童
委
員

都
筑
加
代
子（
新
）

※︵
新
︶は
新
任
、︵
再
︶は
再
任
で
す
。

任
期

　

令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
11
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

紹介します introduce

梅沢・茶屋ケ松
星野　邦江

火の口
有馬　　潔

役　原
大渕　勝由

五　領
笠原　みどり

原
佐藤　嘉之

主任児童委員
登坂　茂喜

北之谷
金井　嘉一

関　田
小室　まゆみ

判形東
小林　あい子

本　宿
中澤　八郎

主任児童委員
都筑　加代子

熊　野
松井　陽威

戸　室
小渕　まい子

判形西
後藤　京子

新　田
山口　美枝子


